特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース13年9月26日　479号
稲刈り体験　19人の皆さん勢揃い　イノシシ侵入の田んぼを全員で大苦戦
少し天候が心配でしたがよい天気で作業が順調に進みました。イノシシが出没した初年度には大変荒らされ、収穫が大きく減収する事態になって防御網を設置し、その後地域全体で柵の設置が完成して、イノシシの影響から免れてきました。しかし今年の夏は高温続きで降雨も少なく異常気象のようでした。この影響かもしれませんが、地面の柔らかい場所に穴を掘って田んぼへの侵入が数回おこりました。そして柵の外に出るために田んぼの中を激しく歩き回ったために稲は踏み荒らされました。コンバインではとても刈り取ることができなくて、手刈りでの収穫作業となりました。皆さんは非常に熱心で、粘り強く頑張っていただきました。昼食には芳川さんが豚汁を用意していただいて、ご飯と一緒に頂きました。広々とした青い大空の下で、苦労した稲刈りを話のネタにして、おいしい豚汁に舌鼓を打って満腹でした。
サワヒヨドリか　フジバカマか？　大群落が発生　　毎年あぜや田んぼのまわりの草刈りを行ってきましたが、萩がいっぱいに咲き乱れ、フジバカマの大きな群落になっているのを見つけました。ある人からはサワヒヨドリではないかとの疑問が寄せられていますが、もしフジバカマなら、3000㎞も飛翔する蝶アサギマダラがやってくる可能性が大きくなります。
事務局会議から　会誌35号編集方針を検討
原稿締め切りが20日でした。35号では講演会報告部では第17回里山講演会、3回連続の山城大水害60年記念講演会と大きな講演会が開催されました。それらの報告書がかなりの量になるのではないか予想されます。調査研究報告では村田先生や京都大学生、国交省近畿整備局の業務研究発表と優れものが満杯になるようです。一方では仲間の広場への会員からの投稿が少ない模様です。こうなると楽しく身近で気軽な会誌という魅力が弱くなりそうです。今からでも皆様の投稿をお待ちしています。奮っておよせください。お待ちしています。
京都府山城広域振興局農林商工部地域づくり推進室、京田辺市農業委員会との話しあい　茶園の営農等について　24日
　元理事長の山本さんを通じて京都府山城地方振興局から京田辺市での茶園栽培の集団として推薦がありました。事務局で論議の結果、一応お話をお聞かせいただくことになり24日京田辺市農業委員会を訪ねました。農業委員会委員長の林善嗣さんが昨年まで耕作されていた茶園畑の継続経営ということでした。しかしプロ中のプロの林さんがあきらめられた茶園を素人集団では決して黒字経営へ転換はとても不可能だろうという結論に至りました。ゆえに茶園からの脱却して営農が可能ならその方針をもって良い地の利を生かして、工夫していただくことは可能であるとの説明もありました。出席した深田理事長は持ち帰り検討することを約束してわかれました。どなたか意欲をおもちのお方がおられましたら申し出てください。土地の借用料は無料。期間は5年間です。
バッタのオリンピック　親子連れ50人の参加　水主の浜　23日　晴天　計測不能となるほど長距離を飛びました。
朝から晴天のなか50人近い親子づれが集合いただきました。堤防の草むらで思い思いに集めてきた各種のバッタを発射台に乗せて飛び立つ距離を競います。今年は数日前に大洪水があって堤防の上部に集ったバッタでした。たぶん激しい洪水を乗り越えた随分頑丈なバッタが生き残っていたのでしょう。飛行距離は例年になくものすごいものでした。100ｍ飛ぶもの川を越えて飛んで行ってしまうもの等が出て、計測不能が続出しました。着地点の確認のために砂原を追いかけるのが大変でした。ご苦労様でした。集まって来られた皆さんそれぞれ大満足のレクレーションでした。
里山農園で栽培してきた綿　大きく結実してきました　28日に順次収穫できるものから取り入れていく予定です。
いよいよイノシシ防護柵の設置28日　午前10時里山農園にご集合ください。約500ｍの柵を張り巡らせます。これまで1号地1号地3号地の防護柵ができています。5号地には綿やコスモスには臨時の枠を設置しています。防護柵のできていないところには大暴れをした跡があちこちに出現しています。昨年と比較すると広さも個所数も激しく増加しています。捕獲檻に入った痕跡はなく設置された檻の役割が発揮されていないように感じます。やはりバッファーゾーンの拡大と丁寧な草刈りをきちんと実行することが必要ではないでしょうか。安心安全の農園の実現には初歩的な防御柵の完全実施が必要であります。皆さんのご協力をお願いします。
昨日の事務局会議で台風18号被災地へのボランティア派遣について検討しました。京都府の地域力再生プロジェクト事業申請によって、若干の取組経費が支給されるようです。とりあえず申請を提出しようと決まりました。　
木津川一斉水ウォッチング　10月5日　10時に調べてほしい水を持参ください。里山の会の自力による水調査を過去2年開催してきました。今年は3回目となります。石の上にも3年とのことわざがありますが、10年は継続と目標を設置して実行しています。単に木津川の水質調査に限定するのではなく、こうした関心を呼び起こすために調査してほしいと希望される皆さんの期待にこたえるためにも、持ち込んでくだされば簡易調査を行い、少しでも役立ちたいとお越しを待っています。所：木津川流域センター
イノシシ防御網の設置にご参加ください
里や農園付近のイノシシ被害の3年間の実情
一昨年は　サツマイモが全滅させられました。
昨年は　　獣害被害は見られませんでした。足跡も未発見でした。
今年は　　稲が踏み荒らされました。コスモスが踏み倒されました。
これまでにない足跡があちらこちらに激しく残っています。
設置された捕獲用檻4個には2年間無捕獲です。
以上からかなり頭数が増えているのではないでしょうか。
　　　28日（土）10時から正午まで
　　　　　作業内容　　誰にでもできる簡単な作業です
　金網設置距離約500ｍ　　
　　　　　足元　しっかりした靴　
集合：普賢寺小学校前　　または里山農園　

里山の田圃でのイノシシ被害


イノシシ防御の金網が設置されている所で網の下　土を掘り返して穴をつくりその穴から田圃に侵入している


新米が実る直前の襲撃でした。一部分で全滅させられました。収入が激減営農意欲を失う事態に発展している。4箇所も次々に穴が開けられる始末。　　


　









